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【学校教育目標】豊かな心をもち、いきいきと学び、たくましく生きる子どもを育てる

 学校だよりうすずみざくら 倉敷市立児島小学校
令和７年９月１７日

５月から新しい先生が

着任しました。

なぞの さんすう なぞなぞ１～３ねんせい ４～６年生

３７日あった夏休みが終わり、８月２６日（火）から二学期が始まりました！子どもたちは夏休みが名残惜し

そうながらも、元気に登校しています。新たな学校生活のスタートです。今学期も引き続き、どうぞよろしく

お願いいたします。

しかしながら、９月に入っても連日猛暑は続いています。相変わらず「暑さ

指数」が３１度を超えることが多く、業間休み以降は体育も外遊びもできない

状態です。特に下校時間が一日の中で一番暑い時間帯になるので、水筒の中に

水を入れたり、日傘を使って陰を作ったりと工夫をしながら帰ります。マスク

を取らずに歩くと、ますます熱がこもり体温が上昇します。下校では積極的に

マスクを取るようにしましょう。

ご家庭でも下校の時はダラダラしながらゆっくり帰るのではなく、短い時間

でさっさと歩いたり、マスクを取ったりするようお声がけをお願いします。

小学校の二学期は、子どもの成長や学級づくりにとって非常に重要な時期です。秋以降の学期は、生活リズ

ムの調整や、学校で習った学習内容の定着、学級の団結力を高める絶好の機会となります。一年間の中で一番

子どもたちが成長する時期であるといってもよいです。

まず、子どもの成長面では、（学年にもよりますが）さらに高みを求めて向上心が芽生えてきます。一学期

で身に付けた行動様式が当たり前になり、「もっと工夫したらどうか」とか「他にも活用できるのではない

か」という意識が生まれます。自己理解や自己肯定感をさらに高めるチャンスでもあるのです。例えば、家庭

のお手伝いで「風呂掃除」を担当しているとします。今までと同じようにするのではなく、「もう少し効率よ

くできないかな」とか「自分の部屋の掃除にも使えないかな」とか、さらに「深く」さらに「広く」考えるこ

とができるようになります。（と、考えることを期待します）

次に、学級づくりの観点からは、二学期は学級の力がさらに高まります。先生たちは、子どもたちの気持ち

を受け止め、子ども同士の関係性に目を向けて、信頼し合える、みんなで乗り越える、そんな学級を目指して

力を注ぎます。授業では子ども同士の話合い活動を大切にします。友達の思いを引き出したり、会話を続けて

深めたり、効果的な話合いになるよう「つなぎ言葉」の例示や話し合うテーマの焦点化などの工夫を計画的に

位置付けて授業をします。積極的に学習に参加する「学びに向かう人間性」の育成に努めます。ふだんの授業

を大切にする人は、通知表の成績にも大きく関係します。

興味や関心をもちながら進んで学習し、知識を獲得するこ
とに楽しみを感じながら生きる。

人権意識が高く、自分を大切にし、友達も大切にすることができる。
お互いを高め合う関係で友達と付き合うことができる。

自分の役割や仕事、決められた宿題や持ち物、家庭への正しい伝達など
ルールをきちんと守り、自分がすべきことを責任もって行う。

一度きりではなく、継続して努力することの大切さを理解し、失敗をしても前
向きにとらえて何度でも挑戦し続ける。

自分の身は自分で守ることにつながります。
健康に関する自己管理ができる。



共同調理場方式の給食が始まりました。
夏休み中に旧給食調理場を改修し、給食の受配室が完成しました。二学期からは配送トラックが安全に気を付けながら
丁寧においしい給食を運んできてくれます。料理を入れる食缶は、保温性が非常に高くて、程よい温かさで食事をすること
ができます。肝心の味つけもとてもおいしくて、野菜などの具材が煮崩れすることなく芯まで火が通り、よく味がしみ込んで
います。作ってくれる方が見えないのは少し残念ですが、共同調理場で子どもたちがおいしく食べられるように、気持ちを
込めて作ってくれていると思いながら、これまでと同じようにおいしい給食をいただいています。

8月２６日（火）の始業式では、２年２組の○○○○

（○○○○○○○）さんが、「二学期にがんばりたいこと」

の作文を読んでくれました。

授業中の発表を一日に３回は当ててもらえるように

手を挙げることや、大きな声であいさつをすること、

算数のテストで１００点をたくさん取ることの３つの

目標を披露してくれました。とても具体的で振り返り

がしやすい、すばらしい目標です！

１～３ねんせい ４～６年生なぞの さんすう なぞなぞ

右のような３つの正方形
がある。
まん中の正方形の一辺の
長さは何cmだろうか？
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３で割ったら

えぇねん！

□のなかに、１から６までのすうじを１つずつ入れて、
たしざんが正しくなるようにしましょう！
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１つずつしかつかえんよ～
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